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4-1 ネットワーク上のプリンターを使う 

ネットワーク上にプリンターを追加し、同一のネットワークに接続しているサーバーやクライアント PC 
から共有することができます。 

4.1.1 ネットワ--クプリンタ -- の追加 

iStorage NS にプリンターを追加するには、 K 下の手順に従ってください。なお、プリンターに添付され 
たプリ ン ター ドラ イノく'一 がある場合は、プリン ターのマニュア ルに 従っ てプリンタ'ードライ ノく 一を インス 
トールしてください。 

1. 管理者メニューから[印刷の管理]を起動し、[プリントサーバー]をクリックします。 

2. 印刷の管理ツリーで、目的のサーバーを右クリックして表示されるメニューから [プリンターの 追 
カロ]をクリックします。 

3. ネッ ト ワークプリ ンターのインストール ウイザードの[プリ ンターのインストール] 画面で、[新し 
いポートを作成して、新しいプリンターを追加する]を選択し、吹へ]をクリックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


4. [ポートぶ]を入力して、 [0 K ] をクリックします。 



5. [プリンタードライバー]画面で、斬しいドライバーをインストールする]を選択し、[次へ]をクリ 
ックします。 



6. [プリンターの インストール] 画面で、[製造元]と[プリンター]を選択して、[次へ]をクリックし 
ます。該当するプリンターが一覧にない場合は [ディスク 使用]をクリックして ファイルの 場所を指 
定します。 

7. [プリンターと共有設定]画面で場所とコメント(省略可能）を入力して、[次へ]をクリックします。 

8. [プリンターが見つかりました]画面で、[次へ]をクリックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


9. [ネットワークプリンターのインストールウイザードの完了]画面で、院了]をクリックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


4-2 削除済みのファイルを完全に消去する 

ファイルやフォルダーをゴミ箱から消去したり、パーティションを削除しても、ディスク領域への割り当 
て解除が行われるだけでデータ自体はディスク上に残るため、特殊なツールを使用するとファイルの内容 
を復活させることが可能です。情報漏えいを防止するためにも、データは完全に消去しておく必要があり 
ます。 

iStorage NS では、ボリューム内の空き領域（ファイルやフォルダーが割り当てられていない領域）を特定 
のデータで上書きすることでディスク上のファイルデータを消去する、ディスク.ワイプと呼ばれる機能 
が標準で用意されています。ディスク.ワイプには cipher コマンドの /w オプションを使用します。例と 
してな下に、 D ドライブ内の削除済みデータを消去する場合の手順を説明します。 

1. 管理者メニューからコマンドプロンプトを起動します。 

2. り^下の構文でコマンドを実行します。 

cipher/w:d: (d はドライブ义字） 

処理が完了すると、プロンプトに戻ります。既存のファイルおよびフォルダーを残して空き領域が上書き 
され、データが消去されます。 

【注意】 

- cipher/W コマンドでは、ボリュームの空き領域のみを上書きします。実行前には不要なファイ 
ルやフォルダーを削除しておいてください。 

- 上書きする領域が大きい場合は、処理に時間がかかることがあります。 

• NTFS ボリュームのみで実行可能です。 

- 正しく消去されたことを確認する方法はありません。 
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4.3 iStorage NS 上のファイルを高速検索する 

Windows サーチサービスは 、 iStorage NS 上のファイルのインデックスを作成し、クライアント PC から 
のファイル検索を高速化する機能です。なお、 Windows サーチサービスは出荷状態では停止されています 
ので、ご利用になる場合はサービスを開始してください。ここでは、高速検索を行うフォルダーを設定す 
る手順を説明します。 

【注意】 

- Windows サーチサービスを開始すると、導入時、 CPU に高負荷がかかることが予想されるので、 
ご注意ください。 

• クライアント PC が Windows XP、Windows Server 2003の場合は、それぞれの装置に Windows 
デスクトップサーチがインストールされている必要があります。 


1. 管理者メニューの [サービス] をクリックします。 


可 管理ちメニュ ー 


誇 断 


A 

A 

ィべ V トドューアー 

イバン阳ヴを確詔できます。 



パつォーマ V ス f 二々一 

1 性能 1 隋報の悼おや確記ができます。 



Windows タスクマ，ージャー 

織 J ソ-スの画況確麵神の奴懼がで 


デパイスマ 3— ジャー 

いードつエアのが指を確語できまず。 



システム巧巧 

システム1隋報を箱詔できます。 



括 成 


A 


Windows Update 

更巧ブ□ヴラムをインストールできます。 



ブ□ヴうムトお进 

ブロヴラムを管理できます。 



□一 わルユ ー ザ ー トヴん 一づ 

ユーザーとヴルーブを管巧できます。 



r サー K ：^ 1 

ヴービスを菅巧できます。 



々スクスクブユーう 

タスク®スクジュールを管理できます。 



ク 'V トワーウ巧短 

本ットワークを管理できます。 



R が卜時剂 

日かと時别を設をできます。 



Windows つァイアウォール 

7アイアウゴールを管理できます。 



t キュリティが巧化されも Windows フアイ 

アウォー J レ 

7 アイアウゴールの t 丰細な管理ができます。 



□一 わルわ丰ュリ ティ ボリ シー 

tz 丰ュリティポリシーを管理できます。 



ESMPRO/SeruerAeent 

サーパーち巧の请距节監ネ目.相ををでザま寸。 
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iStorage NS のその他の使い方 


2. [Windows Search ] をダブルクリックします。 


でイル旧民イ乍抽表を站 AJ レブ出） 


サ ーピス 


みみ區1圖园邑 I 囚园 I 


II 1> 


サ-ビス（□-占ル] 


お サービス（□-カル） 


Windows Search 

ち前 1 説日月 

状態 

スタ-ト アップの 願 


.韩 Windows Al 1 -User Install... を思... 


手動（卜 IJ 方-閱始] 

サードスの唁止 

Windows Audio Win... 


手動 

サード了の長お封 

-V Windows Audio Endpoint... Win... 


手動 


•み Window 百 Color System Wes... 


す動 

前明： 

'啤 Windows Driver Found at... ユ-… 


手動（トリ好-閲姑] 

でイル、国モ^-ル、巧が邮 n 分ンッに 

‘蘇 W\ ndows Error Reportin... で]ヴ… 


手動（卜邮-閲姑) 

対して、コ >5^>ヴのイ>^ッヴス作巧、プ b 
パティキかがユ処理、' 検索待まの表を'を 

‘曝 Windows Event Collector ごのホ" 


手動 

5 い 巧。 

.'^Wi ndows Event Log このホ.. 


良動 


'4^ Windows Firewall Win... 

実行中 

師 


‘み Wi ndows Font Cache Se... .用®... 

実行を 

有動 


Windows Installer Win... 


手動 


■^Windows Man 日日 em 圳 11... オペレ… 

実巧甲 

巨動 


Windows Modules Installer Win... 


手動 


;.，• Windows Process Activa... Win... 

難申 

手動 


‘な邮 ndows Remote M 日 n 曰口… Win... 

節巧 

e 面 


.■诚 Windows Store Service (... Win ... 
‘法邮 ndows Time ネット… 


豁 ^? nraa^psr 


手画（トリ占一閱抵） 
手動（トリガー閲招] 


3. [全般]タブの[スタートアップの種類]で[自動]を選択し、[適用]をクリックした後、[開始]をク 
リックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


4. [ OK ] をクリックし、プロパティを閉じます。 

5. 管理者 メニューの[インデックスのオプション] をクリックします。 



6. [変更]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


ん public 
U SMB 
A sourru 
> i ^； test 
ん testl 


7. [選択された場所の変更]で、インデックスを作成するフォルダーを選択します。 
み インデックスが作成された馬巧 


遇巧された堤巧の否ま 


□ 1> C 

コポ IJtL — ム （G : ' 

n>i 

古 □-かしデイスウに:] 1 

□ j £ 

コ □-占ルディスウ阳） 

1 

n 

a Default FTP 



「囚 > k groupl 


8. [選択された場所の概要]に項番7で有効にしたフォルダーが追加されたことを確認して [0 K ] ボタ 
ンをクリックします。 


因 1> ^ groupl 


□ [> Q ポ肚ームに:] 

□ !■ □-むレデイスウ〔。] 

□ j 。□-占ルデイスウ町) 

□ ぶ Default FTP 


i 巧された場所触ま 


ィ> デッウスが作成された嗎所 


X 



み 


遇巧された場巧 0 ?^ 


昔まりる場所 

除外 

k 扫の UDl 


.§1 Internet Explorer 歴匿 (FILE... 

去 スタ - 卜たュ - 
ii ュ - ザ - 

AppData; AppDat 百 


OK 


なお、 Windows サーチサービスの巧象として追加したフォルダー内に多数のファイルが存在する場 
合、システム領域を圧迫することが予想されますので、項番9、10、11、12の操作にてデフォルト 
の変更を行ってください。 


朴ン拉レ 


感すべて^嗎ホの表を圓 


□ □□□□ 


細 

3 

か 

U 邮 
.に 3 の 1231 

就 I S S I 丽 

i ぶぶんんムん去ん 

□□□□□□□□□ 
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iStorage NS のその他の使い方 


9. [インデックスのオプション] 画面で[詳細設定]をクリックします。 



10. [インデックスの場所]の[新しい場所の選択]をクリックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


11. システムドライブジ《外のドライブを選択し、[新しいフォルダーの作成]をクリックします。作成さ 
れた新しいフォルダーに任意のぶ前を入力して [0 K ] をクリックします。 



12. [詳細オプション]画面で [0 K ] をクリックします。サービスが再起動し、上記で設定した新しいイ 
ンデックスの場所に変更されます。 
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iStorage NS のその他の使い方 


【注意】 

既に Windows サーチサービスを有効にしていた場合、上記の項番9、10、11、12の操作を行った後、 
操作を行う前に設をされていたシステムドライブに存在するインデックスフォルダーを手動で削除 
してください。 


13. [閉じる]ボタンをクリックして、[インデックスのオプション]画面を閉じます。 









iStorage NS のその他の使い方 


4.4 iSCSI を利用する 

4.4.1 iSCSI の概要 

ローカルの SCSI デバイスへアクセスするには、 SCSI コマンドを使用します。 

iSCSI (Internet Small Computer Systems Interface ) では、 SCSI コマンドを TCP/IP プロ トコルに包み込 

んでネットワークに転送し、リモートにあるストレージデノくイスへのアクセスを実現します。 

これにより、統合された記憶域の実装や集中管理が容易になります。 

iStorage NS シリーズに iSCSI ターけ、 y 卜を導入することで、 NAS としての利用だけでなくブロックスト 
レージデバイスとしての利用も可能になります。ディスク容量の不足したコンピューター （iSCSI イニシ 
エーター）に対して、ブロックデバイスを安価に提供することができます。 

• iSCSI ターゲット 

iSCSI ターゲットは、 iSCSI イニシエーターに記憶域を提供します。 

• iSCSI イニシエーター 

iSCSI イニシエーターは、 iSCSI ターゲットによって提供されるリモートの記憶域をローカルド 
ライブと同等にアクセスできる機能を提供します。 Windows Server 2008が降の Windows 0 S に 
は標準で iSCSI イニシエーターが含まれています。 
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iSCSI ターゲット 


イニシエーターに割り当てる仮想ディ 
スクを作成する。ターゲットでは VHD 
ファイルとして作成する_ノ 




■ ターケッ 



iSCSI イニシエ づ ター 




ローカル 

ディスク 


仮想 

ディスク 


仮想 

ディスク 


iSCSI イニシエ \ ター \ 




ローカル 

ディスク 


仮想 

ディスク 


イニシエーターでは VHD フアイ 


イニシエーターでは VHD ファイル 

ルが ローカル ディスクとして表 


が ローカル ディスクとして表示さ 

V示される J 


Sw れる > 
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iStorage NS のその他の使い方 


4.4.2 ネットワ--ク構成 

iSCSI ターゲットと iSCSI イニシエーターの接続ホ式には、シングルパスおよびマルチパスがあります。 
運用形態および信頼性を考慮した上で、いずれかを選択してください。なお、イニシエーターとの iSCSI 接 
続に複数の N に を使用して冗長構成とする場合は、マルチパス I/O ( MPIO ) を使用する必要があります。 


【シングルパス構成例】 



【注意】 

iSCSI イニシエーターと iSCSI ターゲットとの間の通信には自動プライベート IP アドレス指定 
(169.254 乂 X) を使用しないでください。 
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iStorage NS のその他の使い方 


4.4.3 セキュリティ 

iSCSI ターゲットは 、 iSCSI イニシエータ ーと iSCSI ターゲットの間で転送されるデータのセキュリティ 
を確保するために、暗号化と認証の両方をサポートしています。 

暗号化 (IPsec) 

iSCSI ターけ、 y 卜では、インターネットプロトコルセキュリティ ( IPSec ) を使用してデータを暗号化し 
ています。 

認証 （ CHAP 認証およびリバース CHAP 認証） 

iSCSI ターけ、 y 卜では、 CHAP 認証とリバース CHAP 認証を使用できます。既定では、 CHAP 認証もリ 
バース CHAP 認証も有効になっていません。利用する場合には iSCSI ターゲットと iSCSI イニシエー 
ターの双方で設定する必要があります。 
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4.4.4 インスト--ル 


4.4.4.1 iSCSI ターゲットのインストール 


iSCSI ターゲットをインストールします。 


サーバーマネージャーの借理]-隙割と機能の追綱をクリックします。 


忘 


ヴーパー 7ネー ジヤ — 


I M 


ダッシュボード 



タッシ ェポー ド 


i □-カルヴーノト 
ii すべてのヴ-ノト 
巧ファイルヴ - ピスと記憶域 … t> 


サーバーマネータ V — へようこそ 


クイがスタート 

(Q) 


摄新青報 (W) 


ツー網表示 (V) 〜レブ (H) 


お割と巧能の追如 


巧 syc が8ミ W 削 


サ - パ-の追加 
ヴ - 八 — グル-プのホ成 



〇 この日-カル 


2役割と機能 ( DiUU 日 
3管理ずるヴ—八-の追加 
4ヴ-パ-グル-プの作成 


ヴ - パ - 7ネ - ジ 1 ^- の力]パテイ 


巧表示 


2. 隙割と機能の追加ウイザード]が起動して、[開始する前に]が表示されます。[次へ]ボタンをクリ 
ックします。 
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3. [役割ベースまたは機能ベースのインス トール] を選択し、 [次へ] ボタンをクリックします。 



4. [サーノくープールからサ'ーノく'一を選択]を選択し、サ'ーノく'ープ'ールから iSCSI ターげ、 y 卜をインスト 
ールするサーバーをクリックして、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


5. [役割]の [ファイルサービス および記憶域 サービス] を展開し、さらに [ファイルサービス および 
iSCSI サービス] を展開して、 [ iSCSI ターゲット サーバー] のチェックボックスを有劾にして、[次へ] 
ボタンをクリックします。 



6. [次へ]ボタンをクリックします。 


も 


役割と機能の追加ウイヴ-ド 


機能の選択 


巧をブー巧一 
WIN-HKPA0RLIH4O 


閱始ずる前に 
インスト-愚 i 
ヴ-パ-の遷が 
ヴ-八-の役割 


巧を 


確認 


還巧したヴーパーにインストールずるな能を1つが上送巧し巧 C 
巧お 


t> I~I "13■ anil "。 ■化! ■ A ん巧…"か 


> 因 .NET Framework 4.5 Features ( インスト-ル巧み 
□ BitLocker ドライブ暗号化 

5 

□ BranchCache 

□ HTTP 力 ] キシを経由した RPC 

- 

□ IP アドレス管理 (IPAM) サ - 八 - 

□ iSNS サ - 八 - サ-ビス 

□ LPR ポートモニター 

□ Management OData IIS 泣を機能 

□ Media Foundation 

□ NFS クラィ 7 >卜 

□ RAS 接括 7 ネ - ジで - 管理车ット (CMAK) 

□ RDC (Remote Differential Compression) 

□ Simple TCP/IP Services 

广 —1 •• で !^ ム t •尸 

V 

<1 1" 1 ;> 



•NET Framework 3.5 では、 .NET 
Framework 2.0 API の沒能にアブ J 
ケ-ションが成巧の巧しし斤ウノ □ジが加 
が)ました.ュ-ザ-は、巧力的た!- 
ザ- イシ与一つ王イス、 雇客 OMi 人情報保 
塞、シームレスでままな通信を利用でき 
まず.また、さまざまなビジネスプロ它スを 
モデ疏ずるこけ巧き巧。 


r < 前へ似 1 [ 々ぺ N ) > 1 


目ンスト jK !)| [ キ1に々ル I 
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iStorage NS のその他の使い方 


7. 設定内容を確認して、[インストール]ボタンをクリックすると、インストールを開始します。 



8. インストールが完了すると、な下の画面が表示されますので、[閉じる]ボタンをクリックしてから、 
システムを再起動させます。 
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4.4.4.2 iSCSI ハードウェアプロバイダーのインストール 

VSS ハードウェアプロバイダーと VDS ハードウェアプロバイダーは、 iSCSI ターゲットからスナップシ 
ヨットおよび iSCSI 仮想ディスクを管理できるようにするために、 iSCSI イニシエーターにインストール 
するソフトウェアです。 iSCSI イニシエーターに iSCSI ハードウェアプロバイダーをインストールするに 
は、下の手順に従ってください。 

1. K 下のマイクロソフト社のサイトから iSCSI イニシエーターの環境に応じて、ダウンロードしてく 
ださい。 

http :// www . microsoft . com / en - us / download / details . aspx ? id =34759 (2013 年4月1日現在） 

2. iSCSI イニシエーターの環境に応じて、ダウンロードした W 下のファイルをダブルクリックしてく 
ださい。 

【Window ( Storage ) Server 2008 R 2 の場合】 

Windows 6.1- KB 2652137 - x 64 .msu 

【Window ( Storage ) Server 2008 ( SPx ) x 64 の場合】 

Windows 6.0- KB 2652137 - x 64 .msu 

【Window Server 2008 ( SPx ) x 86 の場合】 

Windows 6.0- KB 2652137- x 86 .msu 

3. [はい]ボタンをクリックします。 
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4. ライセンス条項を読み、[同意します]ボタンをクリックします。 


替 巧巧ブ□ヴラムのタウン□ー ドとインストール 


额 


ライセンス票 I 頁をわ読みください（1/1)。 

弦が □ ヴラムをわスト- J ける師こ、ライた>スお頁に同意する'ぶ要げあ口ます。 




Windows 用是;巧ブ□ヴラム (KB 265213 7) 


な患 Microsoft Corporation ほたはわ客様の巧な巧になじた関进妄な。 lAT . 「マイウ□の卜」といいます）は、わ- 
客揣こ本追加のトウ I アの情巧を南をするらのとします。わ客穂は、本拒加のトウ I ア航寸象とむる Microsoft 寸パ^ 
レ-ティ>ウ|システム製品のトウ I ア（切下「本のトウ I ア」といいます）の正視にライたシスを巧辑した巧鸦ごとに本 
追加のトウ I アを f ま用することげできます。わ客穂げ本のトウ I アのライた V スを取得にいわい巧合は、本追加 V7 
トウがを巧吊することはできません。わ客穂じよる本お加のトウ1ア加ま用には、本のトウ1アのライ t ンス条巧げ適 
吊されます。 


ilHE 欄! □ 


同意しません 脚 I ■ 同意します 姐 I _单松 もし 


5. [閉じる]ボタンをクリックします。 
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4.4.5 設定 

本書で使用する環境 



• iSCSI 接続はシングルパスとする 

• インターネット記憶域ネームサービス （ iSNS ) は使用しない 

• iSCSI ターゲットおよび iSCSI イニシエーターの識別子の入力時には、 IP アドレスを使用す 
る 

• IPsec と CHAP 認証は使用しない 

• iSCSI イニシエーターの起動時に iSCSI ターゲットに接続するよう設定する 
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4.4.5.1 iSCSI 仮想ディスクの作成 

iSCSI 仮想ディスクを作成します。 iSCSI 仮想ディスク作成のウィザードでは、 iSCSI 仮想ディスクの作 
成、 iSCSI ターゲットの作成、および iSCSI イニシエーターの割り当てを行います。 


1. サーバーマネージ ヤーの [ファイル サービスと記憶域サービス]- [ iSCSI ] をクリックして、 iSCSI 仮 
想ディスクの[タスク]-斷しい iSCSI 仮想ディスク…]をクリックします。 


ヴーパーマネージャー 


L 口 r X 


" ファイルヴ-ビスと記憶域ヴービス 


面 ヴ-バ- 

_ ポリ: L - ム 

ディスク 
記信域プール 


含] 


面 


iSCSI 仮想テ‘イスク 

ずべての iSCSI 仮想ディスク I 合計： 0 


皮 05 /備ティス^^^^〇ません. 


iSCSI 低 1 デイスウを巧なずるには、巧しい坦 CSJ 仮想ディスクウイが 






2. iSCSI 仮想ディスクを作成するボリュームを選択するか、カスタムパスを入力して、[次へ]をクリ 
ックします。 
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3. [《前]に iSCSI 仮想ディスクの《前を入力して、[次へ]ボタンをクリックします。 



4. [サイズ]に iSCSI 仮想ディスクのサイズを入力して、吹へ]ボタンをクリックします。 
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5. iSCSI 仮想ディスクを割り当てる iSCSI ターゲットを選択して、[次へ]ボタンをクリックします。 



【補足】 

iSCSI 仮想ディスクを初めて作成する場合は、斬しい iSCSI ターゲット]のみ選択可能です。2回 
目 <1^降の iSCSI 仮想ディスクの作成では、既存の iSCSI ターゲットに割り当てることもできます。 
この場合は、手順 11. に進みます。 


282 



































iStorage NS のその他の使い方 


6. [《前]に iSCSI ターけ、 y 卜の《前を入力して （[説明] は省略 可)、[次へ] ボタンをクリックします。 



7. [追綱ボタンをクリックして、 iSCSI 仮想ディスクにアクセスする iSCSI イニシエーターを指をし 
ます。 


P 直 _ 新しい iSCSI 化想ディスクウィヴード 

アク t スヴー八一の指定 


is 广 CI 化おディスクの巧气 [追加]をクけツルて、この iSCSI 低度デイスクにアクたスずる iSCSI たシエ-夕-を指をしてくがし、。 



アが巧サーパ-の詳巧を表示ずる 


[< 前へ巧）]I々へが）> 1 [ 巧ぶ (£)][ キで >1Z ル] 
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8. [選択した種類の値の入力]を選択して、陋剩で IP アドレスを選択し、値に 1 9 2 . 1 68. 1 . 1 2を入力 


して、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



IP アドレスの 他に、 イニシエータ ーを識別する識別子として、 W 下も使用できます。 


• IQN 名 

iSCSI イニシエーターの IQN ぶ。本手順書の 【 4.4.5.2 iSCSI イニシエーターの 設定 】 の 
項番2で確認することができます 


• DNS ドメイン名 

iSCSI イニシエーターの完全修飾ドメインぶ ( FQDN ) 


• MAG アドレス 

iSCSI イニシエーターの MAC アドレス 
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9. [アクセスサーバーの指定]に戻ります。 iSCSI イニシエーターが一覧に追加されたことを確認して、 
[次へ]ボタンをクリックします。 

複数のイニシエーターから接続する場合は、[追綱ボタンを押下してイニシエーターの追加を行い 
ます（複数の iSCSI イニシエーターから一つの iSCSI ターゲットに接続することは非推奨)。 



10. 必要に応じてチェックボックスを有効にして、[次へ]ボタンをクリックします。 
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結果の表示 


iSCSI 侦想ディスクザ正常け乍成されました。 


タスウ 

iSCSI 根想デイスウ© fF 成 
iSCSI を-师卜抑乍成 
夕-挪トアウ tz スの設を 
夕-かットへの iSCSI 很想ディスク姑 


:前へ凹 [ 次へ的）> 


複数の iSCSI 仮想ディスクを作成する場合は、項番1から項番12を繰り返してください。 

な上で iSCSI ターゲットの設定は完了です。引き続き、 iSCSI イニシエーターの設定を行ってください。 


11. 設定内容が正しいことを確認して、[作成]ボタンをクリックします。 



12. [結果の表示]画面で、[閉じる]ボタンをクリックします。 
W . 新しし、 设 CSI 版想ディスクウィザ-ド 
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4.4.5.2 iSCSI イニシエーターの設定 

ここでは、 Windows Server 2008 R 2 に標準でインストールされている iSCSI イニシエーターでの設定に 
ついて説明します。 

【注意】 

• 1 つの iSCSI ターゲットに複数の iSCSI イニシエーターから同時にアクセスすると、 
iSCSI 仮想ディスク内のデータが破壊される恐れがあります。クラスタシステムのように 
iSCSI イニシエーター側で iSCSI 仮想ディスクの排他制御が行える環境を除いて、 1 つの 
iSCSI ターゲットには 1 台の iSCSI イニシエーターからのみアクセスできるよう設定し 
てください。 

• iSCSI ターゲットのに N を変更 (【 4.4.6.1 iSCSI ターゲットの IQN の 変更 】 参照)する場合は、 
iSCSI イニシエーターの設定を行う前に変更することをお働めします。 


1. iSCSI イニシエーターを設定するコンピューターにおいて、[スタート]-[管理ツール]- [ iSCSI イニ 
シエーター]をクリックします。 


芭化 rage NS シリーズ 
ご利風こあたっての… 


う ^^ Internet Explorer 
コマンドプ□ンプト 

三扇 


Admimstrator 

ドキュメント 


コンピューター 

ネットワ-ク 


すべてのプ□ヴラム 


I プ□クラムとファイルのおま 


-が I [] 對フ LJ 


い スト M 


恶 


嗎 


リモートデスクトッブサーピス 
闻白 Active Directory サイトとサーピス 

巧 Active Direc ゎけライトウ:！:仆ディレクトリサーピス t ットアップウィザ... 
2 、 ADSI エディト 
DFS の管巧 
I ’ 夕 DHCP 

Hil Hvnw-V ? 文一巧ゎ一 


J ジニ 聲 眶隅耳 iSCSI ろこザ。^[こ藉镜し、巧結設ミを 巧 巧します。 I 

-1 1^ NFb 巧了— C 乂 



ヘルプとサポート 
ファイルるを指ミして実行… 


适がを 
技 Windows PowerShell Modules 
因 Windows PowerShell 用の Active Directory モジュール 
沙 Windows Server バックアッブ 
-面 Windows イモリおが 
留イペントピューアー 

をインタ-ネットインフォターンョンサイス(腹)マネ-ジャ- 
金 コンピュ-夕-の昔巧 
■ コンポーネントサ ーピス 

^サ-バ-マネ-ジャ- 
-ん サ ーピス 
I 乌 システム祗巧 

t キュリテイび谢ヒされた Windows ファイアウオール 
t キュリティの巧ぶウィザード 
@タスクスヶジュ-ラ 
豆！デ - タリ - ス (ODBC) 

® バフォ - マシスモニタ - 
^ファイルサーバーリソースマネージヤー 
i □一カルセキュリティポリシー 
fe 巧刷の管巧 
ゴぉぉ巧ェクスプ□ーラー 
がなちとお巧がのを巧 
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iSCSI イニシエーターの サ' ー ビスが起動していない場合は、 iSCSI イニシエ'ーターの サ' ー ビスを起動す 
るメ ッ セージが表示されますので[はい]ボタンをクリ ック してください。 


Microsoft iSCSI 


Microsoft iSCSI イニシ I ータサーピスは実行されていません。 iSCSI が正しく旣巧するためじ 
は、サ-むが剛がれている也要があります。サ-むを剛占して、玉ピュ-加起旣するた 
UCS 旣自うじ実行するよう構成しますか？ 


2S1 


.照.邸……… i し ぃぃ柳 J 


インターネット記憶域ネームサービス （iSNS) のメッセージが表示されたら、[はい]、または[いい 
え]を選択します。 
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2. [構成]タブにイニシエーターぶが表示されていることを確認します。 iSCSI イニシエーターのに N 
です。 
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3. [探索]タブで[ポータルの探索]ボタンをクリックし、 iSCSI ターけ、 y 卜を追加します。 



4. [ IP アドレスまたは DNS ぶ]に iSCSI ターゲットの IP アドレスまたは DNS ぶを入力して、[詳細設 
定]ボタンをクリックします。本手順では IP アドレスを入力します。 


ターヴ3トボータルの居を 


お加するポーかしの IP アドレスまたは DNS 宅 K わよ y ポートを■号を入力してください。 

ウーザツト ポ-かしの探索に関する巧ミの記ミを変更するには、居卽田記冠をウリッウしま 
す。 


IP アドレ A またな UNS 宅]®: ポート（巧ち值は 32eOXP )： 

192.168.1.11 ド 26 日 


[詳帥 記ち(在 )… I 


OK ( Q ) ] J 
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5. [全般]タブの[接続方法]欄の [ローカルアダプター] で [Microsoft iSCSI Initiator ] を選択し、 [イニ 
シエーター IP] で iSCSI ターけ、 y 卜と通信するための iSCSI イニシエーターの IP アドレスを選 
択します。 [0 K ] ボタンをクリックします。 



6. [ターゲット ポータルの探索]に戻りますので、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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7. [ターゲットを検索するポータル]に iSCSI ターゲットの IP アドレスが追加されたことを確認しま 
す。 
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8. [ターゲット]タブをクリックします。 iSCSI ターゲットのに N が表示され、状態が[非アクティブ] 
になっています。表示されていない場合は、[最新の情報に更新]ボタンをクリックします。 



9. 目的の iSCSI ターゲットのに N を選択し、贱続]ボタンをクリックします。 
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10. [ターゲットへの 接続]画面で、必要に応じてチェックボックスを有効にします。本手順では、[この 
接続をお気に入りのターゲットー覧に追加する]のチ卫ックボックスを有劾にして、[詳細設定]ボ 
タンをクリックします。なお、曠数パスを有効にする]のチェックボックスを有劾にすると 、 iSCSI 
ターゲットへの アクセス 経路を複数確保することができます。ただし、事前に iSCSI 用に複数の 
N にと、マルチパス I / O 機能を追加しておく必要があります。 



11. [接続方法]欄で、[ローカルアダプター]を [Microsoft iSCSI Initiator ]、 [イニシエーター IP ] を iSCSI 
イニシエーターの IP アドレス、 [ターゲット ポータル IP ] を iSCSI ターゲットの IP アドレスを選 
択し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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12. [ターゲットへのログオン] 画面に戻りますので、 [0 K ] をクリックします。 

13. [接続完了]と表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックして画面を閉じます。 



これにより、 iSCSI ターゲットへの接続は完了しました。 iSCSI イニシエーター側にディスク 
が追加されていますので、必要に応じてボリュームの作成やフォーマットを行ってください。 

【注意】 

iSCSI 仮想デイスクをダイナミックディスクに変換することはできません。 
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4-4.6 iSCSI 夕^ゲットの運用 

iSCSI ターゲットの IQN 、 iSCSI ターゲットにアクセスする iSCSI イニシエーターの変更、 iSCSI ターゲ 
ットの削除、 iSCSI 仮想ディスクのサイズの拡張、 iSCSI 仮想ディスクの割り当ての変更、 iSCSI 仮想デ 
イスクの削除、 iSCSI 仮想ディスクをインポートする手順を説明します。 


【注意】 

本項の操作を行う前に、変更する iSCSI ターゲットへのアクセスを切断してください。 iSCSI イニシ 
エーターからの切断方法については、 【4.4.7.1 切断】 を参照してください。 


4.4.6.1 iSCSI ターゲットのに N の変更 


ここでは iSCSI ターゲットのに N を変更するホ法を説明します。 

【注意】 

. iSCSI ターゲットに N はお客様環境で他と重複しないようにしてください。 

. iSCSI ターゲットに N の変更後は、 iSCSI イニシエーターで接続設をを変更する必要があ 
ります。接続設定については、 【4.4.7.2 接続】 を参照してください。 


1. サーバーマネージヤーの[ファイルサービスと記憶域サービス]- [ iSCSI ] を クリック します。 


296 



















iStorage NS のその他の使い方 


2. 変更する iSCSI ターゲットを右クリックして[プロパティ]をクリックします。 


iSCSI 夕- ゲット 

iscsi-target 上の D : ¥iscsivirtualdisks¥virtualdiskO 1 .vhd 
フイ P 感 ▼ @ ▼ 

名前 サ- パ-名 夕-か ットの N 


[タスク ▼ 

© 


夕一か卜の扶態イニシエ今の 剛 



:: iscsi-target targetOl-target お房 


IPAddress: 192.168 .1.12 20] 


ね I 



3. iSCSI ターゲットのに N を変更して、 [ OK ] ボタンをクリックします。 
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4.4.6.2 iSCSI ターゲットへアクセスする iSCSI イニシエーターの変更 

ここでは、 iSCSI ターゲットへアクセスする iSCSI イニシエーターの変更方法を説明します。 

【注意】 

- 変更する iSCSI ターゲットへのアクセスを切断してください。 iSCSI イニシエーターから 
の切断ホ法については、 【 4.4.7.1 切断 】 を参照してください。 

• 1 つの iSCSI ターゲットに複数の iSCSI イニシエーターからアクセスすると、 iSCSI 仮想ディ 

スク内のデータが破壊される恐れがあります。クラスタシステムのように iSCSI イニシエータ 
一側で iSCSI 仮想ディスクの排他制御が行える環境を除いて、 1 つの iSCSI ターゲットには！ 
台の iSCSI イニシエーターからのみアクセスできるよう設定してください。 


1. サーバーマネージ ヤーの[ファイルサービスと記憶域サービス]- [ iSCSI ] をクリック します。 

2. 変更する iSCSI ターゲットを右クリックして [プロパティ] をクリックします。 

3. 左画面の [イニシエーター] をクリックし、変更する iSCSI イニシエーターをクリックして、[削除] 
ボタンをクリックします。 
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4. [追加]ボタンをクリックして、 [イニシエータ ー ID の追加]で、変更先の iSCSI イニシエーターの 
識別子の種類を選択して適切な値を指定します。ここでは[識別子の種剩で [ IP アドレス]を選択 
し、[値]の欄に変更先の iSCSI イニシエーターの IP アドレスを入力して [0 K ] ボタンをクリック 
します。 
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5. 変更後の iSCSI イニシエーターの IP アドレスが表示されていることを確認して [0 K ] ボタンを 
クリックします。 
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4.4.6.3 iSCSI ターゲットの削除 

ここでは iSCSI ターゲットの削除ホ法を説明します。なお、 iSCSI ターゲットを削除しても iSCSI 仮想デ 
ィスクは削除されません。 iSCSI 仮想ディスクを削除する場合は 【 4.4.6.6 iSCSI 仮想ディスクの 削除 】 を 
参照してください。 

【 注意】 

削除する iSCSI ターけ、 y 卜へのアクセスを切断してください。 

iSCSI イニシエーターからの 切断方法に ついては、 【4.4.7.1 切断】 を参照して ください。 


1. サーバーマネージ ヤーの[ファイルサービスと記憶域サービス]- [ iSCSI ] をクリック します。 

2. 削除する iSCSI ターゲットを右クリックして[ターゲットの削除]をクリックします。 



3. 削除の確認のメッセージが表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。 


夕-ダットの削除 


卜 ごが-卿巧削なしなか? 



ぃしな姐)」 
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4.4.6.4 iSCSI 仮想ディスクのサイズの拡張 

iSCSI 仮想ディスクのサイズは、動的に増やすことができます。これにより格納済みのデータが失われるこ 
とはなく、 iSCSI ターゲットを再起動する必要もありません。ただし、 iSCSI イニシエーターで使用する 
には、 iSCSI イニシエーターでのディスクの拡張が必要です。詳細は [4.4.7.3 iSCSI 仮想ディスクの 追加 】 
を参照してください。 


【注意】 

• サイズを小さくしたり、拡張後に元のサイズに戻すことはできません。 

• iSCSI イニシエーターでは、元のボリュームサイズが増えるのではなく、未使用領域が既 
存のボリュームの後ろに追加されます。 

• iSCSI イニシエーター OS が Windows Server 2008 が降の場合は、ベーシックディスク内 
のボリュームを拡張することができます。 

• 一般的にダイナミックディスクであればボリュームの拡張を行うことが可能ですが、 iSCSI イ 
ニ シエ ーターではダイナミックディスクをサポートしていません。そのため、ダイナミックディ 
スクでの[ボリュームの拡張]は行えません。 


1. サーバーマネージ ヤーの[ファイルサービスと記憶域サービス]- [ iSCSI ] をクリック します。 

2. 拡張する iSCSI 仮想ディスクを右クリックして [iSCSI 仮想ディスクの拡張]をクリックします。 



iSCSI 仮想ディスク 

すべての iSCSI 備デロウIを計：1 


[タスク 


フィ肪 - 

P (§)▼©▼ 


V 

バス 

低®ディスクが纖夕-かかる 

卜かットの扶巧 イニ シエー タ ー の 

サイ 

ィ iscsi-target (1) 





D:¥iscsjvirtualdislcs¥virtualdiskO；Lvhd IPAddress : 192. 168 .1.1310. 


iSCSI 低度ディスウの割り当て... 


iSCSI 低想デイスウの抱:張… 



iSCSI 娜ティスクを巧測〔する 

iSCSI 低爱デイスウの削除 


九パティ 


3. [新しいサイズ]に値を入力して [ OK ] ボタンをクリックします。 


舊， iSCSI 侃想ディスウ触 E 張 と 

現巧の サイズに)： 10.0 GB 
最スサイス' (M): 81.7 GB 

新しリサイズ把)： n ][ gE [- 


1 

II OK 1 

1 

キでシ tz ル 
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4.4.6.5 iSCSI 仮想ディスクの割り当ての変更 

ある iSCSI ターゲットに割り当てられている iSCSI 仮想ディスクの割り当てを、他の iSCSI ターゲット 
に変更します。既存の iSCSI ターけ、 y 卜だけでなく、新規に作成する iSCSI ターゲットへの割り当ても可 
能です。 


【注意】 

K 下の操作を行う前に、変更する iSCSI ターゲットへのアクセスを切断してください。 iSCSI イニ 
シエ ーターからの切断方法については、 【4.4.7.1 切断】 を参照してください。 


1. サーバーマネージ ヤーの[ファイルサービスと記憶域サービス]- [iSCSI ] をクリック します。 


2. iSCSI 仮想ディスクの一覧から、 iSCSI ターゲットを変更する iSCSI 仮想ディスクを右クリックし 
て [iSCSI 仮想ディスクの割り当て]をクリックします。 


色! 


iSCSI 化巧ディスク 

すべての iSCSI 化をディスク I を計：: 


I タスク 


フイ M - 
パス 


P (§)▼©▼ 

仮想ディスクがが！夕-か卜名 夕-かットの状お イニシエ-夕-の 


サイ 


iscsi-target (1) 


D:¥iscsivirtualdisks¥virtualdisk01. 


IPAddress: 192.16 8.1 


iSCSI 仮想ディスクの割り当て... 


iSCSI 仮想ディスク® fiS お… 
iSCSI 很想ディスクをお巧)にずる 
iSCSI 仮想ディスクの削除 


プ□パティ 
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3. [ iSCSI ターゲットの割り当て]で、[既存の iSCSI ターゲット]の一覧から、割り当てる iSCSI ター 
ゲットを選択するう\断しい iSCSI ターゲット]を選択して、[次へ]ボタンをクリックします。 
新しい iSCSI ターけ、 y 卜を選択した場合は、 iSCSI ターけ、 y 卜のぶ前、 iSCSI イニシエーターの指 
定、認証の設定を行います。 



4. [選択内容の確認]で、内容を確認して劇り当て]ボタンをクリックします。 
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5. [結果の表示]で、[閉じる]ボタンをクリックします。 



6. iSCSI 仮想ディスクの一覧で、変更した iSCSI 仮想ディスクの[ターゲットぶ]が、項番 3 で選択し 
た iSCSI ターゲットになっていることを確認します。 


含 iSCSI 化巧 5^ イスク 

H すべての iSCSI 化をディスク1舖：1 


1タスク ▼ 

フイ M- 

P 

感 ▼ ® ▼ 

© 

パス 

^ iscsi-target (1) 


仮想ディスクがな！ り-かかも 

夕-か卜の状お イニシエ-夕 - の か 

D : ¥iscsi virtua Id islc^vi rtua 仙 skO 1 .vhd 

未織 tanietOI 
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4.4.6.6 iSCSI 仮想ディスクの削除 

不要な iSCSI 仮想ディスクは削除することができます。ただし、削除とは iSCSI ターゲットとの関連付 
けを切断することを意おします。このとき、明示的に iSCSI 仮想ディスクファイルの削除を指定すること 
で、物理的な削除を行うことも可能です。 

【注意】 

iSCSI 仮想ディスクを削除する前に、 iSCSI ターゲットへのアクセスを切断してください。 iSCSI イ 
ニ シエー ターからの切断ホ法に ついては、 【4.4.7.1 切断】 を参照してください。 


2 . 


サーバー マネージヤーの[ファイルサービスと 記憶域 サービス]- [ iSCSI ] を クリック します。 

iSCSI 仮想ディスクの一覧から、削除する iSCSI 仮想ディスクを右クリックして [ iSCSI 仮想ディ 
スクの削除]をクリックします。 


含! 


iSCSI 臟みスク 
すべての iSCSI 化ちデイスウI合計： 


I タスク 


フイ M - 

P (!)▼©▼ 


■ V 

バス 

低®ディスクが纖トタット名 

夕-かタト am 態 イこシ I - 夕 - の 

ヴィ 

ィ iscsi-target (1) 





D:¥iscs)virtualdisks¥virtijaldisk01.vhd 


■田巧 

iSCSI 巧想ディスクの割り当て... 

iSCSI 仮想ディスク饼 E お… 

iSCSI 仮想ディスクを無効にする 


iSCSI 低度ディスクの削除 

b 

で!パティ 


3. ジ^下のメッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

ディスクから iSCSI 仮想ディスクファイルを削除する場合は、チェックボックスを有効にします。 
ディスクから削除しなかった iSCSI 仮想ディスクファイルは、インポートにより iSCSI 仮想ディ 
スクとして再利用が可能です。 

iSCSI 仮想ディスウの削除 
Iこの iSCSI 佩垣ディスク巷削除しまずか？ 

iSCSI 恨想ディスウのスわヴショットも削晚されまず。 

□ ディスウ j 帖 [SCSI 備ディスウファイ,|成削除ずる。 

[ ] I キ松た ル 阻] 
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4.4.6.7 iSCSI 仮想ディスクのインポート 

iSCSI 仮想ディスクのインポートを行うと、前使用していた VHD ファイルを iSCSI 仮想ディスクとし 
て再利用することができます。なお、 iSCSI 仮想ディスクを削除する際に iSCSI 仮想ディスクファイルを 
削除しなかった場合は、 K 前のデータも再利用することができます。 

1. サーバー マネージヤーの[ファイルサービスと記憶域サービス]- [iSCSI] をクリック します。 

2. iSCSI 仮想ディスクの[タスク]- [iSCSI 仮想ディスクのインポート]をクリックします。 



3. [iSCSI 仮想ディスクの場所を選択]で、[参照]ボタンをクリックします。 
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4. [ファイルを開く]で、インポートする VHD ファイルを指定して、[開く]ボタンをクリックします。 
3.に戻って[次へ]をクリックします。 



5. [iSCSI ターゲットの割り当て]で、[既存の iSCSI ターゲット]の一覧から、割り当てる iSCSI ター 
ゲットを選択するか、瞒しい iSCSI ターゲット]を選択して、吹へ]ボタンをクリックします。 
新しい iSCSI ターゲットを選択した場合は、 iSCSI ターゲットのぶ前、 iSCSI イニシエーターの 
指定、認証の設定を行います。 
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6. [選択内容の確認]で、内容を確認して[インポート]ボタンをクリックします。 



7. [結果の表示]で、[閉じる]ボタンをクリックします。 


も 


結果の表示 


結巧 


iSCSI 化想ディスク (M ンポートウイヴード 



iSCSI 侃想ディスクが正翰こイシポートされました。 


タスク 進行が巧 難 

iSCSI 概1ディスクのインポ-卜 完了 

夕-サタトへの iSCSI 板想ディスクの；完了 


[< 前へ似]1々への) > 1 


[1 PJ じる ]r I 
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4.4.6.8 iSCSI 仮想ディスクのスナップショットの作成 

iSCSI 仮想ディスクのスナップショットを作成していれば、スナップショット作成時点の状態に戻すこと 
ができます。作成したスナップショットは iSCSI ターゲットサーバー上にローカルディスクとしてマウン 
卜することができます。また、 iSCSI ターゲットサーバー上に iSCSI 仮想ディスクとしてエクスポートし、 
iSCSI ターゲットに割り当てることで iSCSI イニシエーターからアクセスすることが可能になります。 
iSCSI 仮想ディスクのスナップショットを iSCSI ターゲットサーバー上で作成する手順を説明します。 

1. デスクトップ画面のタスクバーより、下記のアイコンをクリックして、 PowerShell を起動します。 

留 


2. PowerShell にて、 


Checkpoint-lscsiVirtualDisk-OriginalPath "iSCSI 仮想ディスクファイルのパス- 
を実行する ことで iSCSI 仮想ディスクのスナップショットを作成できます。下記の画面は 
VirtualDiskOI のスナップシヨッ トを作成する実行例です。 


PS C : ¥Users¥Administrat 〇 r> Checkpoint-IscsiVi rtuaIDisk -OriginalPath "D:¥iSCSIVi rtualDisksWi rtualDiskOl.vhd" 

ClusterGroupName 


ComputerName 
Descript ion 

iscsi-target 

OriginalPath 

D ： ¥iSCSIVirtualDisksVVirtualDiskOl.vhd 

Snapshot Id 

{F0D8DCBC-C922-485B-8BFC-CACD3E387FCA} 

Status 

Idle 

Timestamp 

2013/03/11 10:57:35 


3. PowerShell にて、 

Get-lscsiVirtualDisk 

を実行することで取得済みの iSCSI 仮想ディスクのスナップショットー覧が表示されます。 
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4.4.6.9 iSCSI 仮想ディスクのスナップショットのマウント 

作成されたスナップショットは、 iSCSI ターゲットサーバーでローカルディスクとしてマウントすること 
ができます。 

1. デスクトップ画面のタスクバーより、下記のアイコンをクリックして、 PowerShell を起動します。 

巧 


2. PowerShell にて、 


Get-lscsiVirtualDiskSnapshot 

を実行して、 iSCSI 仮想ディスクのスナップショットの一覧を表示し、マウントしたいスナップシ 
ヨットの ID を確認します。下記の画面は実行例です。 


PS C：¥UsersVAdminist raior) Get - 1scsiVirtualDiskSnapshot 

ClusterGroupName 


ComputerName 

i scs i -target 

Descript ion 


OriginalPath 

n • V i QPQ T \f I r-+ 1 1 。 I n ; 。し。 V り i r+ 1 to 1 n 1 。レ fl1 、 i\^A 

Snapshot Id 

{F0D8DCBC-C922-485B-8BFC-CACD3E387FCA} 

Status 

Idle 

Timestamp 

2013/03/11 10:57:35 

ClusterGroupName 


ComputerName 

iSCSi-target 

Description 


OriginalPath 

n.y ： 000 Tw ： 一ん • in: ^ し >\/ り： 一 a. in: ^ し oi .• し」 

Snapshot Id 

1B4F1 271 9-CF 巧 - 42B1-8FEB- 防 14996813 89) 

Status 

Idle 

Timestamp 

2013/03/11 11:18:27 


3. PowerShell にて、上記で確認したスナップショット ID を指定した 

Mount-lscsiVirtualDiskSnapshot-SnapshotId" スナップショット ID" 

を実行して、 iSCSI 仮想ディスクのスナップショットをマウントします。下記の図は実行例です。 


PS C:¥UsersVAdministrator> Mount-IscsiVirtualDiskSnapshot -SnapshotID [F0D8DCBC-C922-485B-8BFC-CACD3E387FCA}" 
PS C ： ¥UsersVAdministrator> 


4. ディスクの管理にてマウントしたスナップシヨットが確認できます。 
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4.4.6.10 iSCSI 仮想ディスクのスナップショットのマウント解除 

マウントした iSCSI 仮想ディスクのスナップショットをマウント解除する手順を説明します。 

1. デスクトップ画面のタスクバーより、下記のアイコンをクリックして、 PowerShell を起動します。 



2. PowerShell にて、 

Get-lscsiVirtualDiskSnapshot 

を実行して、 iSCSI 仮想ディスクのスナップショットの一覧を表示し、マウント解除したいスナッ 
プショットの ID を確認します。下記の画面は実行例です。マウントされている iSCSI 仮想ディス 
クのスナップシヨットは Status が LocalMountReadOnly と表示されています。 


PS C ： ¥UsersVAdmioistrato ピ Get-IscsiVirtualDiskSnapshot 

ClusterGroupName 


ComputerName 

i scs i-target 

Descript ion 
OriginalPath 

D ： ¥iSCSIVirtualDisks¥VirtualDiskOl.vhd 

Snapshot Id 

[F0D8DCBC-C922-485B-8BFC-CACD3E387FCA] 

Status 

Idle 

Timestamp 

2013/03/11 10:57:35 

ClusterGroupName 


ComputerName 

i scs i-target 

Descript ion 
OriginalPath 

D:¥iSCSIVirtualDisks¥VirtualDiskOl.vhd 

Snapshot Id 

fB4Fl2719-CF65-42B1-8FEB-B 814998813 89] 

Status 

Local MountReadOn1y 

Timestamp 

如 1 か U づ /N 1 1 : 


3. PowerShell にて、上記で確認したスナップショット ID を指定した 

DisMount-lscsiVirtualDiskSnapshot-SnapshotId" スナップショット ID" 

を実行して、 iSCSI 仮想ディスクのスナップショットをマウント解除します。下記の画面はマウン 
卜されていた iSCSI 仮想ディスクのスナップショットをマウント解除する実行例です。 


PS C：¥UsersVAdministrator Dismount-IscsiVirtualDiskSnapshot -SnapshotID {F0D8DCBC-C922-485B-8BFC-CAC 蛇 E387FCA}" 
PS C ： ¥Users¥Aclministrator> . 


312 







iStorage NS のその他の使い方 


4.4.6.11 iSCSI 仮想ディスクのスナップショットのエクスポート 

iSCSI 仮想ディスクのスナップショットをエクスポートする手順を説明します。エクスポートした iSCSI 
仮想ディスクのスナップショットに iSCSI ターゲットを割り当てることで、 iSCSI イニシエーターからア 
クセスすることができます。 

1. デスクトップ画面のタスクバーより、下記のアイコンをクリックして、 PowerShell を起動します。 

因 


2. PowerShell にて、 


Get-lscsiVirtualDiskSnapshot 

を実行して、 iSCSI 仮想ディスクのスナップショットの一覧を表示し、エクスポートしたいスナッ 
プショットの ID を確認します。下記の図は実行例です。 


PS C ： VUsers¥Administrat 〇 r) Get-IscsiVirtualDiskSnapshot 

ClusterGroupName 


Compute rName 

i scs i -target 

Descript ion 


OriginalPath 

n. んが引 … r+i 1。 m i c レ cW i r+M。m i c レ ni"hrl 

Snapshot Id 

{F0D8DCBC-C922-485B-8BFC-CACD3E387FCA} 

Status 

idle 

Timestamp 

2013/03/11 10:57:35 

ClusterGroupName 


Compute rName 

i scs i -target 

Descript ion 


OriginalPath 

: n.ViCjrCTWi r+ioiriic レ … r+M っ IDic レ、ん 

Snapshot Id 

: {B4F12719-CF65-42B1-8FEB-B 614996813 89} 

Status 

: idle 

Timestamp 

: 2013/03/11 11:18:27 
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3. PowerShell にて、上記で確認したスナップショット ID を指定した 

Export-lscsiVirtualDiskSnapshot-SnapshotId" スナップショット ID" 

を実行して、 iSCSI 仮想ディスクのスナップショットをエクスポートします。下記の画面は iSCSI 仮 


想ディスクのスナップショットをェクスポートする実行例です。 


PS C ： ¥Users¥Administra1:or) Export-IscsiVi rtualDiskSnapshoi -Snapshot ID " 巧 4 ド 12719 ぶド 65-4281-8 ド [8- 齡 149 如 81389}" 

ClusterGroupName 
Compute rName 

iscsi-target 

Descript ion 

仮想ディスク 13 が 367417 (2013/03/11 11:18:27 に作成）のスナッブショット 

DiskType 

ReadOn 1 ySnapshot 

Host VolumeId 

リ 8 が 14FD-1706-4218 - 防 2A-B17D43 巧 379A} 

Local MountDev iceId 
Original Path 

D:¥iSCSIVirtualDisksVViriualDiskOl.vhd 

Pa rent Path 

Path 

¥¥?¥GL0BALR00T¥DeviceVHarddiskVo1umeShadowCopy{4E 695271 -89 比 -11£2-940 卜 902B 340835 B1}¥iSCSIVi rtualD 

SerialNumber 

isksVVirtualDiskOl.vhd 

1EB39A32-89F3-4B32-90C4-F3BA0C584A19 

Size 

107374182400 

Snapshot Ids 

Status 

NotConnected 

Vi rtualDiskIndex 

498671424 


4. iSCSI 仮想ディスクのスナップショットをエクスポートすると、 iSCSI 仮想ディスクの一覧にエク 
スポートした iSCSI 仮想ディスクのスナップショットが表示されます。 iSCSI 仮想ディスクに 
iSCSI ターゲットを割り当てる （ [4.4.6.5 iSCSI 仮想ディスクの割り当ての 変更 】 参照）ことで、 
エクスポートした iSCSI 仮想ディスクに iSCSI イニシエーターからアクセスすることが可能にな 
ります。 
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4.4.6.12 iSCSI 仮想ディスクのスナップショットの削除 

ここでは iSCSI 仮想ディスクのスナップショットの削除ホ法を説明します。 

1. デスクトップ画面のタスクバーより、下記のアイコンをクリックして、 PowerShell を起動します。 



2. PowerShell にて、 

Get-lscsiVirtualDiskSnapshot 

を実行して、 iSCSI 仮想ディスクのスナップショットの一覧を表示し、削除したいスナップショッ 
卜の ID を確認します。下記の図は実行例です。 


PS C ： ¥Users¥Admin 

st rat 0 r; Get -1 scs i Vi rtualDi skSnapshot 

ClusterGroupName 


ComputerName 

i scs i -target 

Descript ion 


OriginalPath 

D:¥ iSCSI Vi rtualDi sksVVi rtm IDiskOl.vhd 

Snapshot Id 

fOD 犯 C 防 - の 22-485B-8BFC-CACD3E387FCA} 

Status 

laie 

Timestamp 

2013/03/11 10:57:35 

ClusterGroupName 


ComputerName 

i scs i -target 

Descript ion 


OriginalPath 

n:y i S な TV i r+ 1 口 1 ni ckcVV! r+ 1 の 1 nickOI vhrl 

Snapshot Id 

{B4F12719-CF65-42B1-8FEB-B 614998813 89} 

Status 

idle 

Timestamp 

2013/03/11 11:18:27 


3. PowerShell にて、上記で確認したスナップショット ID を指定した 

Remove-lscsiVirtualDiskSnapshot-SnapshotId" スナップショット ID" 

を実行して、 iSCSI 仮想ディスクのスナップショットを削除します。下記の画面は iSCSI 仮想ディ 
スクのスナップショットを削除する実行例です。 


PS C ： ¥Users¥Administrator> Remove-1scsiVirtualDiskSnapshot -SnapshotId "{F0D8DCBC-C922-4 巧 B-8BFC-CACD3E387FCA}" 
PS C:¥Users¥Administrator> . 
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4.4.7 iSCSI イニシエ^夕^の運用 

ここでは、 iStorage NS の iSCSI ターゲットに接続する、 iSCSI イニシエーターの運用に関して、 Windows 
Server 2008 R2 を例に説明します。 

4.4.7.1 切断 

iSCSI 仮想ディスクの構成変更時などで、 iSCSI ターゲットへの接続を切断する必要が生じる場合があり 
ます。その場合は、 W 下の手順で iSCSI ターゲットとの接続を切断してください。 

1.iSCSI イニシエーターで [ スタート ]- [管理 ツール ]- [iSCSI イニシエーター ]をクリック します。 

2. [ターゲット]タブをクリックし、切断する iSCSI ターゲットのに N を選択して[ プロパティ ]ボタ 
ンをクリックします。 
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3. [セッション]タブの[識別子]から、切断するパスを選択し、[切断]ボタンをクリックします。 



4. [0K] ボタンをクリックして、 ターけ、 y 卜のプロパティおよび iSCSI イニシエーターのプロパティ画 

面を閉じます。 

【注意】 

にの接続をお気に入りのターゲットー覧に追加する]のチェックボックスを有劾にした場合は、 
iSCSI イニシエーターのプロパティの[お気に入りのターゲット]タブに iSCSI ターゲットの IQN が 
登録され、 iSCSI イニシエーターの再起動時に iSCSI ターゲットとの接続が自動的に行われます。自 
動接続を行わない場合は、[お気に入りのターゲット]からこの iSCSI ターゲットのに N を削除して 
ください。 
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iSCSI ターゲットへの接続を切断すると iSCSI 仮想ディスクは表示されなくなります。 




切断前 


LjI T イスウ〇 

バー シツウ 

120.00 GB 
わラむ 

System Reserve 

100 MB NTFS 
正巧 （システム.アな 

システム ( C ：) 

119.90 GB NTFS 

正巧 （プー ト. パージつアイル. ウラか私つ' プライマリ 


U ディスウ 1 

バー シツウ 

2672.31 GB 
わぅイン 

ボリューム（た） 

2672.31 GB NTFS 
正巧 （プライマリパ-ティシむ） 

L_=l ディスウ 2 

パ: ーシ ツウ 

1 日日.日日 G 巳 
オンぅむ 



瑞础腊 ： 

正巧 （プライマリパ-ティシヨ >) 

遇 CD-ROM 0 

DVD (E：) 

がィ mb 



な 

切断後 


LjI ディスウ 0 

パ; ーシ ツウ 

120.00 GB 
オンライ y 

System Reserve 

1 日日 MB NTFS 
正巧 （システム.アク 

mwmmmm, 

\////////////////////////////////// 


回 ディスウ 1 

パ; ーシ ツウ 

2672.31 GB 
わライ y 

ボリュームの:） 

2672.31 GB NTFS 
正巧 （ブライマリ / トティシヨ:/) 

jJ CD-ROM 0 

DVD ( E ：) 

イディアなし 



【注意】 

iSCSI ターゲットに再接続する際に、前回接続時のドライブ文字とドライブ文字が変わる可能性があ 
りますので注意してください。 
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iStorage NS のその他の使い方 


4 . 47.2 接続 

手動で iSCSI ターゲットに接続する場合は、下の手順で接続してください。 

1 .iSCSI イニシエーターで[スタート]- [管理 ツール]- [iSCSI イニシエーター] をクリック します。 

2. [ターゲット]タブをクリックします。 iSCSI ターゲットのに N が表示され、状態が[非 アクティブ] 
になっています。表示されていない場合は、[最新の情報に更新]ボタンをクリックします。 

3. 目的の iSCSI ターゲットの IQN を選択し、[接続]ボタンをクリックします。 



319 











































iStorage NS のその他の使い方 


4. [ターゲットへの接続]画面で、必要に応じてチェックボックスを有劾にします。本手順では、 [この 
接続をお気に入りのターゲットの一覧に追加する]のチェックボックスを有劾にします。[詳細設定] 
ボタンをクリックします。 



5. [接続方法]欄で、 [ローカルアダプター] を [Microsoft iSCSI Initiator ]、 [イニシエーター IP ] を iSCSI 
イニシエーターの IP アドレス、[ターゲットポータル IP ] を iSCSI ターゲットの IP アドレスを 
選択し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


6. [ターゲットへの接続]画面に戻りますので、 [0K] ボタンをクリックします。 

7. [接続完了]と表示されたら、 [0K] ボタンをクリックして画面を閉じます。 



ボリューム作成済みの iSCSI ターゲットに再接続する場合は、ボリュームの作成やフォーマッ 
卜は必要ありません。 
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iStorage NS のその他の使い方 


4.4.7.3 iSCSI 仮想ディスクの追加 

iSCSI イニシエーターで使用可能な iSCSI 仮想ディスクの追加は、 iSCSI ターけ、 y 卜で行います。追加ホ 
法については、 [4.4.5.1 iSCSI 仮想ディスクの 作成 】 または [4.4.6.4 iSCSI 仮想ディスクのサイズの 拡張 】 
を参照してください。ここでは、 iSCSI イニシエーターで行うべき手順や注意を説明します。 

• 既存の iSCSI 仮想ディスクを拡張したい場合は、 iSCSI イニシエーターの[ディスクの管理] 
画面で、ボリュームの拡張を行ってください。詳細は iSCSI イニシエーターの OS のヘルプ 
をご確認ください。 



] 既存の iSCSI 仮想ディスク 
] 追加した iSCSI 仮想ディスク 


322 



































iStorage NS のその他の使い方 


• iSCSI ターゲットで既存の iSCSI ターげッ トに新規の iSCSI 仮想ディスクを追加した場合 
は、 iSCSI イニシエーターにて、追加した iSCSI 仮想ディスクのフォーマット、ボリューム 
の作成を行う必要があります。 



] 既存の iSCSI 仮想ディスク 
] 追加した iSCSI 仮想ディスク 
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iStorage NS のその他の使い方 


新規に iSCSI ターゲットと iSCSI 仮想ディスクを作成した場合は、 iSCSI イニシエーターに 
て、作成した iSCSI ターけ、 y 卜への接続設定を行う必要があります。 [4.4.7.2 接続 】 を参照 
して、新たに作成した iSCSI ターゲットに接続してください。その後、 iSCSI イニシエータ 
一にて、追加した iSCSI 仮想ディスクのフォーマット、ボリュームの作成を行ってください。 


L_il ディスウ 

パ;ーシッウ 
120.00 GB 
むラむ 


L_aJ ディスウ 

バーシッウ 
2672.31 GB 
ずが J 


もをス。 


L_al 

パー 
100.00 GB 
ずがン 


L _ sJ ディスウ 

バーンッウ 

100.00 GB 
かう八、ン 




System Reserve 

100 MB NTFS 
正巧（システム.アク 

システム CC ：) 

119.90 GB NTFS 

正巧け-卜. パ-ジ 7ァイル.クラッシュ ドむつ‘ プライタリ 



ボリュームの:） 

2672.31 GB NTFS 
正巧けライ7リ；トティシヨ：/) 


ボリューム 【 F :) 

100.00 GB NTFS 
正巧けライ7リ 代-子イ地) 



] 既存の iSCSI 仮想ディスク 
追加した iSCSI 仮想ディスク 
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iStorage NS のその他の使い方 


4.4.8 注意事項 

♦ iSCSI イニシエーターと iSCSI ターゲットとの間の通信には自動プライベート IP アドレス指定 

(169.254. X . X ) を使用しないでください。 

♦ 1つの iSCSI ターゲットに複数の iSCSI イニシエーターから同時にアクセスすると、 iSCSI 仮想デ 
ィスク内のデータが破壊される恐れがあります。クラスタシステムのように iSCSI イニシエーター 
側で iSCSI 仮想ディスクの排他制御が行える環境を除いて、1つの iSCSI ターゲットには1台の 
iSCSI イニシエーターからのみアクセスできるよう設定してください。 

♦ iSCSI ターゲットの IQN、iSCSI ターゲットにアクセスする iSCSI イニシエーターの変更、 iSCSI 夕 
ーゲットの削除、 iSCSI 仮想ディスクのサイズの拡張、 iSCSI 仮想ディスクの割り当ての変更、 iSCSI 
仮想ディスクの削除、 iSCSI 仮想ディスクをインポートする前に、変更する iSCSI ターゲットへのア 
クセスを切断してください。 

♦ iSCSI ターゲットのに N を変更する際に、 iSCSI ターゲットに N が他と重複しないようにしてく 
ださい。 

♦ iSCSI ターゲットに N の変更後は、 iSCSI イニシエーターで接続設定を変更する必要があります。 

♦ iSCSI ターゲット側で iSCSI 仮想ディスクのサイズを拡張すると、 iSCSI イニシエーターでは、元の 
ボリュームサイズが自動的に増えることはなく、未使用領域が既存のボリュームの後ろに追加されま 
す。 
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4.4.9 制限事項 

♦ iSCSI ターゲットの iSCSI 接続に NIC ベンダーが提供する N に チーミングを使用しないでくださ 

い。 


♦ iSCSI 接続用に複数の N にを使用して冗長構成とする場合は、個々にサブネットを分け、 IP アドレ 
スを設定し、マルチパス10を実装してください。 

♦ クラスタシステム（フェイルオーバークラスタ） にて iSCSI イニシエーターを 利用す る 場合、 マルチ 
パス10はサポートされません。 

♦ iSCSI 仮想ディスクをダイナミックディスクに変換することはできません。 

♦ iSCSI 仮想ディスクのサイズを小さくしたり、拡張後に元のサイズに戻すことはできません。 
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